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 「要点の整理」，「要点チェック」と

「練習問題」で構成されています。

 「要点チェック」は，
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2　たねのつくりと発芽

要 点 の 整 理

要 点 チ ェッ ク

1 たねのつくりと発芽
学 習 内 容
①たねのつくり
②発芽の条件

2 植物の成長とかんきょう
学 習 内 容
①植物の成長と日光
②植物の成長と肥料

3 動物のたんじょう
学 習 内 容
①メダカのたんじょう
②人のたんじょう

4 水中の小さな生き物
学 習 内 容
①けんび鏡の使い方
②水中の小さな生き物

5 天気の変化
学 習 内 容
①風と雲と雨
②季節と天気

6 花のつくり
学 習 内 容
①花のつくり
②いろいろな花

7 実のでき方
学 習 内 容
①受粉
②実のつくり

8 流れる水のはたらき
学 習 内 容
①雨水のはたらき
②川の流れとはたらき
③上流・中流・下流のようす
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1　たねのつくり
　たねのつくりは植物によって，はいにゅうがあるものとない
ものがある。
＜はいにゅうがあるたね＞
種皮・はい・はいにゅうの 3つの部分からなる。発芽に必

要な養分は，はいにゅうにたくわえている。→カキ，イネ，ム
ギ，トウモロコシ，マツなど。

＜はいにゅうがないたね＞
　種皮・はいの 2つの部分からなる。発芽に必要な養分は，
はいの子葉にたくわえている。→インゲンマメ，ダイズ・エン
ドウなどのマメ類，アサガオ，ヒマワリ，アブラナなど。

＜たねの各部のはたらき＞
〇種皮　…　かたくてじょうぶな皮でたねを守る。
〇はい　…　発芽後に植物の根・くき・葉になる。
〇子葉　…　ふつう発芽のときに最初に出てくる葉。
〇よう芽　…　発芽後に本葉やくきになる。
〇はいじく　…　発芽後にくきになる
〇よう根　…　発芽後に根になる
〇はいにゅう　…　発芽に必要な養分をたくわえる。

2　発芽の条件
＜実験＞
次の①～⑥の条件の下で，インゲンマメのたねが発芽するかを調べた。
①かわいただっし綿の上に置き，気温 25℃で，日光がよく当たるようにした。
②水にぬらしただっし綿の上に置き，気温 25℃で，日光がよく当たるようにした。
③水の入ったビーカーの底にしずめ，水温 25℃で，日光がよく当たるようにした。
④肥料が入った水でぬらしただっし綿の上に置き，気温 25℃で日光がよく当たるようにした。
⑤水でぬらしただっし綿の上に置き，明かりのついた冷ぞう庫（気温 5℃）の中に入れた。
⑥水にぬらしただっし綿の上に置き，気温 25℃で，暗箱のなかに入れて日光をさえぎった。
＜結果とわかったこと＞
①,③,⑤のたねは発芽せず，②,④,⑥のたねは発芽した。
①と②を比べると発芽には水が必要なことが分かる。
②と③を比べると発芽には空気が必要なことが分かる。
②と⑤を比べると発芽には適当な温度が必要なことが
分かる。
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たねのつくりと発芽　3

1 たねのつくりと発芽
学 習 内 容
①たねのつくり
②発芽の条件

2 植物の成長とかんきょう
学 習 内 容
①植物の成長と日光
②植物の成長と肥料

3 動物のたんじょう
学 習 内 容
①メダカのたんじょう
②人のたんじょう

4 水中の小さな生き物
学 習 内 容
①けんび鏡の使い方
②水中の小さな生き物

5 天気の変化
学 習 内 容
①風と雲と雨
②季節と天気

6 花のつくり
学 習 内 容
①花のつくり
②いろいろな花

7 実のでき方
学 習 内 容
①受粉
②実のつくり

8 流れる水のはたらき
学 習 内 容
①雨水のはたらき
②川の流れとはたらき
③上流・中流・下流のようす
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②と④を比べると，発芽に肥料が必要ないことが分かる。
②と⑥を比べると，発芽に日光は必要ないことが分かる。
◎ たねが発芽するためには，水，空気（酸素），適当な温度が必要であり，このうちどれか 1つ
でも欠けているとたねは発芽しない。日光と肥料はたねの発芽には必要ない。
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6　植物の成長とかんきょう

1　植物の成長と日光
　日光を当てたインゲンマメは本葉が多く，よく成長していたが，
日光を当てないインゲンマメは本葉がほとんどなく，ひょろひょろ
して弱々しかった。
　これより，植物の成長には日光が必要であることがわかる。

日光 当てた 当てない
全体の色 こい緑色 うすい黄色
草たけ 低い 高い

くきの太さ 太い 細い
本葉のおおきさ 大きい 小さい

2　植物の成長と肥料
　肥料を加えたもののほうが，くきは太く，背は高く，葉の緑色もこくなる。このことから植物
の成長には肥料が必要であることが分かる。
　自然の土には，生物の死がいやふんなどが土にふくまれる細菌類などによって分解された肥料
がふくまれている。

3　ウキクサの育ち方
＜実験＞
次の①～③の条件の下で，ウキクサの育ち方を調べた。
①水道水と野山の土の入ったビーカーを日光のよく当たる場所に置き，水温を 30℃に保つ。
②水道水だけが入ったビーカーを日光のよく当たる場所に置き，水温を 30℃に保つ。
③水道水と野山の土の入ったビーカーを暗室の中に置き，水温を 30℃に保つ。
※野山の土には肥料がふくまれている。
※ウキクサの成長に適当な温度は 30℃ぐらいである。
＜結果とわかったこと＞
①のビーカーのウキクサの数が最も多く増えていたが，そのほかのビーカーのウキクサの数はあ
まり増えなかった。
①と②を比べると，ウキクサの成長には肥料が必要であり，①と③を比べると日光が必要である
ことが分かる。

2 植物の成長とかんきょう
学 習 内 容
①植物の成長と日光
②植物の成長と肥料
③ウキクサの育ち方

要 点 の 整 理

要 点 チ ェッ ク
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植物の成長とかんきょう　7

1 たねのつくりと発芽
学 習 内 容
①たねのつくり
②発芽の条件

2 植物の成長とかんきょう
学 習 内 容
①植物の成長と日光
②植物の成長と肥料

3 動物のたんじょう
学 習 内 容
①メダカのたんじょう
②人のたんじょう

4 水中の小さな生き物
学 習 内 容
①けんび鏡の使い方
②水中の小さな生き物

5 天気の変化
学 習 内 容
①風と雲と雨
②季節と天気

6 花のつくり
学 習 内 容
①花のつくり
②いろいろな花

7 実のでき方
学 習 内 容
①受粉
②実のつくり

8 流れる水のはたらき
学 習 内 容
①雨水のはたらき
②川の流れとはたらき
③上流・中流・下流のようす
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14 メダカのたんじょう

1 メダカの育ち方

124 ページ 　基本問題

─ �─

　３０ページ　

1　⑴　（右図）
　⑵　オ
　 解説

　　⑵	実験の結果

の表より，

各部分とも

上側よりも

下側のほうがよくのびていることがわかる。

下側のほうがよくのびるということは，く

きは上に向かって曲がってのびていること

になる。また，Ｂの部分の差が最も大きい

ので，Ｂの部分が最もよく曲がっているこ

ともわかる。

　３１ページ　

2　⑴　ａ　　⑵　光合成を始めて，養分をつく
り出したから。

　 解説

　　⑴	図１のａは子葉，ｂははいを表している。

ダイズの種子は，発芽に必要な養分が子葉

にふくまれているので，発芽後，日数がた

つにつれて，子葉の養分は使われて，軽く

なっていく。これに対してｂのはいは，発

芽後成長するので，重くなっていく。

　　⑵	発芽後，本葉が大きく成長すると，さかん

に光合成が行われて養分がつくられるので，

全体の重さはふえていく。

3　イ
　 解説

　　	　実験２から，Ａの部分がないと，光に向か

って曲がらないことがわかる。実験４，５か

ら，Ａの部分が光を感じないと，光に向かっ

て曲がらないことがわかる。実験６から，曲

がる部分はＢの部分であることがわかる。以

上のことから，Ａの部分に光を当てると，Ａ

の部分からＢの部分に，光の方向へ曲がれと

いうような指令が伝わり，Ｂの部分が曲がる

というように考えることができる。

	 メダカの育ち方

　３４ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア…目，イ…むなびれ，ウ…えら（えら
ぶた），エ…背

せ

びれ，オ…おびれ，カ…しりびれ，
キ…はらびれ　　⑵　ウ　　⑶　エ，カ
　 解説

　　⑵	メダカなどの魚はえらを使って，水中にと

けた酸素を体内に取り入れる。

　　⑶	メダカのおすとめすの区別は，背びれとし

りびれのちがいではんだんする。

2		 ⑴　ウ　　⑵　空気（酸素）の交かんがしやす
いように，口が広く大きい水そうがよいから。

　⑶　１日ほどくみ置いて，塩
えん

素
そ

を取りのぞいて

から使う。　　⑷　水草，小石やすな

　⑸　エ
　 解説

　　⑶	水道水にはメダカに有害な塩素がふくまれ

ている。

　　⑷	小石やすななどを入れて自然のかんきょう

に近くするとともに，水草は光合成によっ

て酸素をつくるので，メダカのこきゅうを

助ける。

　　⑸	メダカは，水の流れのある場所では，水の

流れてくるほうに頭を向けて泳ぐ。

3		 イ
　 解説

　　　おすのしりびれは平行四辺形に近い形。

　３５ページ　

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　明け方　　⑶　ウ　　⑷　水
草　　⑸　親メダカがたまごをえさとして食べ

てしまうから。

　 解説

　　⑴おすだけ，めすだけではたまごを産まない。

　　⑶しりびれの前あたり。

5		 イ→オ→ア→ウ→エ
　 解説

　　	　おすの体から出された精
せい

子
し

は，水中を泳い

でたまごに達し，受精が行われる。

6		 ⑴　ウ→イ→ア→エ　　⑵　１〜１．５　　
⑶　たまごを水草などにからみつかせるときに

０

5

10

１ ２ ３ ４
経過時間（時間）

B
の
上
下
の
長
さ
の
差
（�）

１

チャレンジ
　コーナー1 植物の発芽と成長 メダカのたんじょう3
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1　⑴　（右図）
　⑵　オ
　 解説

　　⑵	実験の結果

の表より，

各部分とも

上側よりも

下側のほうがよくのびていることがわかる。

下側のほうがよくのびるということは，く

きは上に向かって曲がってのびていること

になる。また，Ｂの部分の差が最も大きい

ので，Ｂの部分が最もよく曲がっているこ

ともわかる。
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2　⑴　ａ　　⑵　光合成を始めて，養分をつく
り出したから。

　 解説

　　⑴	図１のａは子葉，ｂははいを表している。

ダイズの種子は，発芽に必要な養分が子葉

にふくまれているので，発芽後，日数がた

つにつれて，子葉の養分は使われて，軽く

なっていく。これに対してｂのはいは，発

芽後成長するので，重くなっていく。

　　⑵	発芽後，本葉が大きく成長すると，さかん

に光合成が行われて養分がつくられるので，

全体の重さはふえていく。

3　イ
　 解説

　　	　実験２から，Ａの部分がないと，光に向か

って曲がらないことがわかる。実験４，５か

ら，Ａの部分が光を感じないと，光に向かっ

て曲がらないことがわかる。実験６から，曲

がる部分はＢの部分であることがわかる。以

上のことから，Ａの部分に光を当てると，Ａ

の部分からＢの部分に，光の方向へ曲がれと

いうような指令が伝わり，Ｂの部分が曲がる

というように考えることができる。

	 メダカの育ち方

　３４ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア…目，イ…むなびれ，ウ…えら（えら
ぶた），エ…背

せ

びれ，オ…おびれ，カ…しりびれ，
キ…はらびれ　　⑵　ウ　　⑶　エ，カ
　 解説

　　⑵	メダカなどの魚はえらを使って，水中にと

けた酸素を体内に取り入れる。

　　⑶	メダカのおすとめすの区別は，背びれとし

りびれのちがいではんだんする。

2		 ⑴　ウ　　⑵　空気（酸素）の交かんがしやす
いように，口が広く大きい水そうがよいから。

　⑶　１日ほどくみ置いて，塩
えん

素
そ

を取りのぞいて

から使う。　　⑷　水草，小石やすな

　⑸　エ
　 解説

　　⑶	水道水にはメダカに有害な塩素がふくまれ

ている。

　　⑷	小石やすななどを入れて自然のかんきょう

に近くするとともに，水草は光合成によっ

て酸素をつくるので，メダカのこきゅうを

助ける。

　　⑸	メダカは，水の流れのある場所では，水の

流れてくるほうに頭を向けて泳ぐ。

3		 イ
　 解説

　　　おすのしりびれは平行四辺形に近い形。

　３５ページ　

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　明け方　　⑶　ウ　　⑷　水
草　　⑸　親メダカがたまごをえさとして食べ

てしまうから。

　 解説

　　⑴おすだけ，めすだけではたまごを産まない。

　　⑶しりびれの前あたり。

5		 イ→オ→ア→ウ→エ
　 解説

　　	　おすの体から出された精
せい

子
し

は，水中を泳い

でたまごに達し，受精が行われる。

6		 ⑴　ウ→イ→ア→エ　　⑵　１〜１．５　　
⑶　たまごを水草などにからみつかせるときに
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役立つ。　　⑷　たまごからかえってしばらく

は，おなかのふくろに入った養分を使って生き

ているから。

　 解説

　　⑴	たまごには，数時間後，からだのもとにな

るはいばんができる。２〜３日後には目に

レンズができ，心ぞうが動き始める。６日

後には血管ができあがり，血液が流れ始め

る。８〜１０日後には動くようすが見え，お

よそ１１日後にうまれる。

　３６ページ　　練習問題
7		 ⑴　①イ　②エ　③ウ　④ア　　⑵　水そう
に入れる水…ア，水そうを置く場所…イ
　⑶　イ　　⑷　子葉　　⑸　Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｅ→
Ｄ

　 解説

　　⑶	メダカのたまごを観察するのには２０倍くら

いがよい。

　　⑷	たまごからかえってすぐの養分（卵黄）が入

っている部分だから，インゲンマメの子葉

に相当する。

　　⑸	養分の入ったふくろは２〜３日後にはしぼ

み，子メダカはえさを食べるようになる。

　３７ページ　

8		 ⑴　①Ｂ　②背
せ

びれに切れこみがなく，しり

びれが三角形に近い形をしているから。

　⑵　ア　　⑶　①Ｃ　②Ｂ　　⑷　かえったば
かりの子メダカがしばらく成長するのに必要な

養分が入っている。　　⑸　高，２４　　⑹　ひ

れ　　⑺　くみ置きの２５℃くらいの温度の水と，

半分くらいずつ取りかえる。

　 解説

　　⑶	目がつくられるのは２〜３日後，心ぞうに

血液が流れ始めるのは５〜６日後くらい。

　　⑸	メダカのたまごは，水温が高いほうが早く

育つが，高すぎると産卵数は減り，ふ化の

割
わり

合
あい

もよくない。水温は２４℃前後が適切と

考えられる。

　　⑹	ひれを前後，左右に動かして泳いだり，方

向を変えつつ，止まったりする。

　　⑺半分くらいずつ取りかえる。

	 水中の生物

　４０ページ　　基本問題
9		 ⑴　ウ，エ　　⑵　植物プランクトン
　⑶　ア，イ，オ　　⑷　動物プランクトン
　 解説

　　⑴	葉緑体を持っていて，光合成によって養分

をつくれるのはウのアオミドロとエのミカ
ヅキモである。

　　⑶	アのミジンコ，イのアメーバ，オのゾウリ
ムシはじぶんで動くことができる。

10	　⑴　緑色がこくなっている　　⑵　ふえる

から。　　⑶　しばらくふえ続ける。

　⑷　しばらく減り続ける。

　 解説

　　⑴	，⑵緑色をしている葉緑体を持ったミカヅ

キモやハネケイソウが光合成をしてふえる

ので，緑色がこくなる。

　　⑶	ミジンコはミカヅキモやハネケイソウをえ

さとして食べ，ふえ続ける。

　　⑷	食べられるミカヅキモやハネケイソウは減

り続ける。

　４１ページ　

11	　⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　食物連さ
　⑷　しばらくの間，ミジンコの数は減り続ける。

　 解説

　　⑴	植物プランクトンであるケイソウは，動物

プランクトンやメダカに食べられる。

　　⑵メダカは大きな魚に食べられる。

　　⑷	メダカのえさとなるミジンコの数は減る。

12	　⑴　オ→エ→ウ→ア→イ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵大きな魚であるサケは小さな魚を食べる。

　４２ページ　　練習問題
13	　⑴　ウ　　⑵　植物プランクトンでもあり
動物プランクトンでもある。　　⑶　Ｃ

　⑷　Ｂ

　 解説

　　⑵	ミドリムシは植物，動物の両方の性
せい

質
しつ

を持

っている。

　　⑶	食物連さでは，ふつう，食べられるものほ

ど数が多い。

　　⑷ミジンコはゾウリムシの約５倍の大きさ。
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役立つ。　　⑷　たまごからかえってしばらく

は，おなかのふくろに入った養分を使って生き

ているから。

　 解説

　　⑴	たまごには，数時間後，からだのもとにな

るはいばんができる。２〜３日後には目に
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